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この本の主な主張この本の主な主張

● 空間には自由に使えるエネルギーが満ちている
– これが宇宙エネルギー！
– クリーンで無尽蔵のエネルギー
– 宇宙エネルギーはいろいろな装置で取り出せる
– この開発で地球上のすべての問題が解決できる

● 生物の体の中では核融合がおきている！
● 宇宙エネルギーは気と関係がある
● 宇宙エネルギーの存在を認めない現代科学は欠陥
科学である
– 科学は霊魂の存在を認めなければならない
– パラダイムシフトで２１世紀はニューサイエンスの時
代へ



著者とこの本の推薦者著者とこの本の推薦者

● 著者：深野一幸
– １９４１年生まれ
– 東京工業大学応用物理学科卒
– 工学博士

● この本の推薦者
– 佐々木茂美

● 電気通信大学教授　工学博士
● 気のエネルギーを研究

– 石川光男
● 国際基督教大学　理学博士



目次目次

1.大発見！！宇宙空間はエネルギーの宝庫だった

2.これが宇宙エネルギー発電機の作り方だ

3.宇宙エネルギー驚異の効果と利用法

4.常温核融合と高温超伝導の原理がわかった

5.現代科学は欠陥だらけの科学だった

6.最先端科学者も認める霊魂の存在

7.宇宙は二重構造でできていた

8.199X年人類の大変革が始まる



宇宙エネルギーの取り出し方宇宙エネルギーの取り出し方II

●宇宙エネルギー発電機
●メビウス巻きのコイル
●発明者：清家新一　UFO研究家
●アダムスキーの円盤からヒント



宇宙エネルギーの取り出し方宇宙エネルギーの取り出し方IIII

● 永久磁石からエネルギーを取り出す

– 「くぎを永久磁石から引き離すには力が必要なこ
とからくぎが永久磁石にくっついた状態では絶えず
エネルギーが消費されていることがわかる。」

– 「永久磁石が絶えずくぎや針を吸引している状
態のままでは、力学的には仕事をしていることに
はならないが、見えない状態でエネルギーを消費
していることは明らかである。」



永久磁石からエネルギーを取り出す永久磁石からエネルギーを取り出す

● 磁石の反発力と吸引力を利用磁石の反発力と吸引力を利用



宇宙エネルギーの効果宇宙エネルギーの効果
● 健康増進、病気を治す健康増進、病気を治す
● 生物の成長を促進、収量を増やす生物の成長を促進、収量を増やす
● 鮮度を維持する鮮度を維持する
● 水を活性化する水を活性化する
● 食品の味をよくする食品の味をよくする
● 洗浄効果がある洗浄効果がある
● 美容効果がある美容効果がある
● 超能力を発現超能力を発現
● 運勢を好転させる運勢を好転させる
● エントロピーを減少させるエントロピーを減少させる

何でもあり！



宇宙エネルギーはどうやって測定す宇宙エネルギーはどうやって測定す
るのか？るのか？

● 宇宙エネルギーの利用には宇宙エネルギーの宇宙エネルギーの利用には宇宙エネルギーの
測定が不可欠測定が不可欠

● 科学的に検知が難しい科学的に検知が難しい
● 佐々木茂美　電気通信大学教授　談佐々木茂美　電気通信大学教授　談

– 今の科学技術でも宇宙エネルギー測定器の開発は今の科学技術でも宇宙エネルギー測定器の開発は
十分に可能十分に可能

ではどんな方法か？



宇宙エネルギーの検出宇宙エネルギーの検出
● 手で感じる！手で感じる！
● オーラとして見るオーラとして見る
● 振り子で調べる振り子で調べる

● OOリングテストリングテスト

● 水を通して間接的に調べ
る　水分子のクラスター
NMR、電気抵抗…



現代科学は欠陥だらけ？現代科学は欠陥だらけ？

● 現代科学は万能ではない現代科学は万能ではない
● 現代科学は物質世界しか研究対象にしていな現代科学は物質世界しか研究対象にしていな
いい

● 現代科学は検知でき、実験でき、再現性のある現代科学は検知でき、実験でき、再現性のある
ものしか研究対象にできないものしか研究対象にできない

● 現代科学は神や霊魂の存在を認めていない現代科学は神や霊魂の存在を認めていない
● 現代科学は分割科学になっており、全体でとら現代科学は分割科学になっており、全体でとら
えることが不得手であるえることが不得手である

これが本当に科学の欠陥か？



まとめまとめ

● 工学博士だからといって信用できるとは限らな工学博士だからといって信用できるとは限らな
いい

● 大学教授だからといって信用できるとは限らな大学教授だからといって信用できるとは限らな
いい

● トンデモはトンデモを呼ぶトンデモはトンデモを呼ぶ


